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ABSTRAK 

Shafiranisa Putri Gunawan. 2024. Analisis Makna Ateji pada manga ‘Majo no 

Kaigashuu’ 「魔女の怪画」. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. 

Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta.  

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui makna ateji yang bersumber pada manga 
berjudul ‘Majo no Kaigashuu’ karya Hachi. Dalam penulisan sebuah karya, 
khususnya dalam bahasa Jepang, sering kali mengedepankan sifat-sifat bahasa yang 
dinamis dan arbitrer. Hal tersebut dapat dijumpai dalam bentuk kanji yang  cara 
bacanya (furigana)  tidak sesuai kaidahnya yang disebut dengan ateji. Penggunaan 
dan makna ateji sangat beragam karena mengedepankan sifat arbitrer pada bahasa. 
Sehingga terdapat peluang kurang tersampaikannya makna yang dituju, padahal 
tujuan penggunaan ateji ialah memperdalam makna suatu kata. Penelitian ini 
ditujukan untuk memahami makna yang terkandung dalam ateji, guna memahami 
makna yang dituju penulis secara utuh dan menghindari kesalahan penafsiran pada 
kata.  Penelitian ini menggunakan metode desktiptif kualitatif. Metode ini 
digunakan untuk mendeskripsikan data yang dianalisis berdasarkan makna, jenis, 
dan relasi makna. Teori yang digunakan untuk menganalisis makna ateji pada 
penelitian ini adalah teori komponen interaksi berbahasa Parera (2004). Penelitian 
ini menggunakan teori ateji dari Shirose (2012) yang didukung teori Lewis (2010) 
untuk mengetahui jenis ateji. Selanjutnya untuk menganalisis relasi makna 
menggunakan teori dari Sutedi (2019). Berdasarkan hasil analisis, diperoleh 
sebanyak 27 data yang dibagi berdasarkan tujuh kategori. Hasil dari analisis 
menunjukkan bahwa ateji dapat dimaknai sebagai media untuk 
menyampaikan/mengekspresikan rasa, sarkasme, menonjolkan suatu kata atau 
istilah, menekankan kata, mengerucutkan subjek. Relasi makna yang ditemukan 
dalam ateji pada sumber data di antaranya adalah sinonim, hipenim-hiponim, dan 
homonim.  Selain itu pada penelitian ini juga ditemukan ateji yang digunakan untuk 
menyampaikan ujaran secara implisit, menggambarkan watak tokoh, memberikan 
suatu kesan pada kata, menggambarkan dampak, dan menyampaikan latar 
belakang/kesukuan tokoh. Pada penelitian ini ditemukan cara baca lain pada ateji 
(ateji yang diatejikan), Namun inti pada kata tersebut tetap mengacu pada hal yang 
sama. 

 

Kata Kunci:   ateji, kanji, furigana, manga, semantik, Majo no Kaigashuu,  
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ABSTRACT 

Shafiranisa Putri Gunawan. Analysis of the meaning of Ateji in manga ‘Majo no 

Kaigashuu’「魔女の怪画」. Thesis. Japanese Language Education Department. 

Faculty of Language and Art, Universitas Negeri Jakarta. 

 

This research conducted to analysed the meaning of ateji in the manga titled ‘Majo 
no Kaigashuu’ by Hachi. In writing a work, especially in Japanese, it often 
emphasises the dynamic and arbitrary nature of the language. This can be observed 
in the form of kanji readings (furigana) that do not adhere to standard rules, referred 
as ateji. The use and meaning of ateji are varied due to the arbitrary nature of 
language. Consequently, there is a risk that the intended meaning may not be fully 
conveyed, even though the purpose of using ateji is to deepen the meaning of a 
word. This research aims to analysed the meanings in ateji to fully comprehend the 
author's intended meaning and avoid misinterpretations of the words. This research 
employs a qualitative descriptive method. This method is used to describe the data 
analysed based on meanings, types, and relations. This research utilizes Parera’s 

(2004) theory of language interaction components are utilises to analyse the 
meaning of ateji in a sentence. Shirose's (2012) theory of ateji, supported by Lewis's 
(2010) are utilizes to analyse the categories of ateji. Meanwhile, Theory by Sutedi 
(2019) is used to analyse semantic relationships and changes. Based on the analysis 
results, a total of 27 data were obtained, divided into seven categories. The analysis 
results indicate that ateji can be interpreted as a means to convey/express feelings, 
sarcasm, highlight a word or term, emphasise word, and narrow down a subject. 
The semantic relationships of ateji found in data sources includes synonym, 
hyponym-hypernym, and homonym. Additionally, in this research, ateji was found 
to be used for implicitly conveying speech, portraying character traits, imparting a 
certain impression on words, illustrating effects, and conveying the 
background/ethnicity of characters. In this research, it was found that there are 
several alternative readings for ateji (ateji written with ateji), yet the meaning of 
the words in question still refers to the same concept. 

 

Keywords: ateji, kanji, furigana, manga, semantic, Majo no Kaigashuu 

  



 

vi 
 

漫画「魔女の怪画集」における当て字の書く意味の分析 

ジャカルタ国立大学 

Shafiranisa Putri Gunawan 

putri.gunawan00@gmail.com 

概要 

A. 背景 

 言語とは他人に概念、アイデア、願望と希望を伝える用具である。

Kridalaksana (1983) によると、言語の本質とは社会集団がコミュニケーシ

ョン、協力、意見表明、自己同一化の手段として使用する任意の音と記号

の体系であると言う。このように、発言者の役割は言語のおと、意味、さ

らに表現で非常に影響する。 

 日本語では発音の手引きは「ふりがな」という。ふりがなは通常、漢字

の上または横に書かれた小さな仮名文字で表示される。だが、特に日本語

の漫画ではふりがなと漢字の読み方が一致しないことが見つかれる。それ

は、「当て字」というものである。Shirose (2012)は当て字とは漢字の本音

や読みの意味に従わずに書かれた言葉のことだと主張する。Lewis (2010)

は当て字が漢字を異なる意味を持つ言葉にくっ付けることで、作家がその

言葉と漢字の意味で遊ぶことを可能にすると述べている。 

 当て字は日本語の特長で、対話の中で言葉の意味が仮名と漢字の文脈と

意味によって影響することができる。それ故に、当て字は漫画の登場人物、

筋書、ストーリに読者の理解と共感に影響を与えることだ。さらに、漫画

における当て字の意味と作用を理解するのは読書中の誤解て、読者が物語

全体を理解することである。 
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B. 問題提供 

以上の背景に基づいて、本研究の問題提供は次の通りである。 

1. 漫画「魔女の怪画集」ではどのような当て字が使われているのだろ

うか。 

2. 漫画「魔女の怪画集」における「当て字」の意味は何だろうか。 

3. 漫画「魔女の怪画集」における当て字の意味の関係はどのようなも

のどうだろうか。 

 

C. 解決 

 本研究は記述的質的方法を使用した。Surakhmad (1994) は記述的研究の

目的は特定の集団の事実や特徴を体系的、事実的、さらに正確に描写する

ことであると論じている。記述的研究とは、研究対象の事実や特徴に関す

る問題を系統的に観察し、文書化することである。この方法は分析された

データを種類、当て字の意味、そして語と語意味の関係に基づいて記述す

るために使用される。本研究におけるデータの収集、処理、提示は

「Studi Kepustakaan」を使用した。 

 本研究では Shirose (2012)の７つの当て字理論を使用した。分析で

Lewis(2010)の当て字理論が Shirose (2012)の理論を磨きをかけるため使

用する。分の中で当て字意味を分析するため、Parera (2004)「Komponen 

Interaksi Berbahasa」を使用した。なお、語と語意味の関係語を分析する

ため、Sutedi (2019)「意味の関係」の理論を使用した。本研究の対象は漫

画「魔女の怪画集」である。分析したデータは漫画「魔女の怪画集」にお

ける当て字である。 

 分析されたデータの合計は 27 データである. データに最も多く見られる当

て字の種類は言い換え表現１１データである。他のデータは外来語の読み示す

５データ、代名詞 5 データ、作品固有の表現３データ、口語の読み示す２データ、
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英語の略表記の読みを示す１データである。対象ではスポーツ用語の当て

字はなかった。   

 文の中に当て字の意味は感情や気持ちをより強く、より深く表現するた

めに使うことができる。対象では感情を伝えるために使う当て字は 6 デー

タ、皮肉を示す 3 データ、言葉を強調する５データである。なお、伝えた

いことがより明確になるため、主題を絞り込むのは２データである。それ

故、漫画「魔女の怪画集」における当て字は言葉の意図した意味を深める

上で、非常な柔軟な役割を果たしている。 

 対象で見られる語と語意味の関係は同義語、上下関係、と同音異義語であ

る。データの間、同義語関係を示すは９データ、上下関係２データ、同音

異義語１データ、同じ言葉２データである。但し、１３データが語と語意

味の関係がないデータである。本研究では意味の変化を見られた。最も多

くに見られた意味の変化は「disfemia」で７データがあって、一方

「eufemia」は１データのみであった。 

 さらに、本研究では、当て字は、話し言葉を暗に伝えて、登場人物の特

徴を描写して、言葉に一定の印象を与えて、効果を説明して、キャラクタ

ーの背景や民族性を伝えて、といった用途に使われていることが分かった。 

 本研究では「Ateji yang  diatejikan」、当て字にはいくつかの別の読み方

があることが分かった。つまり、文の中にある単語が「あて字」で書かれ

て、別の分でその当て字の読み方は変化される場合にもある。しかし、こ

の言葉の核心的な意味は変わらなかった。漫画「魔女の怪画集」では、代

名詞や言い換え発音の当て字を置き換えるために使用された。合計 6 つの

データである。代名詞は３つデータ、言い換え表現では３つデータがあっ

た。この読み方は、「怪画」を「かいが」と読む当て字にも見られた。さ

らに、当て字は中国語の「hanzi」を使い、読み方はひらがなで同じ意

味・同義語であることが分かった。 
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D. 結論 

 

 本研究の分析されたデータの合計は 27データである. データに最も多く

見られる当て字の種類は言い換え表現１１データである。そしたら、外来

語の読み示す５データ、代名詞 5 データ、作品固有の表現３データ、口語

の読み示す２データ、英語の略表記の読みを示す１データである。対象で

はスポーツ用語の当て字は見られない。   

 文の中に当て字の意味は感情や気持ちをより強く、より深く表現するた

めに使うことができる。対象では感情を伝えるために使う当て字は 6 デー

タ、皮肉を示す 3 データ、言葉を強調する５データ。そして、伝えたいこ

とがより明確になるため、主題を絞り込むのは２データ。それ故、漫画

「魔女の怪画集」における当て字は言葉の意図した意味を深める上で、非

常な柔軟な役割を果たしている。 

 語と語意味の関係は同義語、上下関係、と同音異義語である。データの

間、同義語関係を示すは９データ、上下関係２データ、同音異義語 1 デー

タ、同じ言葉は２データである。但し、１３データが語と語意味の関係が

ないデータが見られる。本研究では意味の変化を見られた。もっとも多く

に見られた意味の変化は「disfemia」で７データ、一方「eufemia」は１デ

ータのみであった。 

 漫画「魔女の怪画集」では「Ateji yang diatejikan」、当て字にはいくつ

かの別の読み方があることが分かった。合計 6 つのデータが見つかった。

代名詞は３データ、言い換え表現では３データで分かっていた。この読み

方は、「怪画」を「かいが」と読むアテジにも見られた。本研究では、当

て字は、話し言葉を暗に伝える、登場人物の特徴を描写する、言葉に一定

の印象を与える、効果を説明する、キャラクターの背景や民族性を伝える、

といった用途に使われていることがわか分かった。さらに、当て字は中国

語の「hanzi」を使い、読み方はひらがなで同じ意味・同義語であること

が分かった。 
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‘quot linguas quis callet, tot homines valet’ 

The more language you speak, the more men you are. 

(Charles V in Kuang, 2022: 123) 

  


